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ファミリーレストランで、昼食を摂る日々が、 1ヶ月半続いた。 3 人のきょう
だいは、 3学期終了時に施設への措置変更となった。また、同居して介護して
いた義母(里父の母)の入院する施設が決まった。





























































には受託後初めて、里母はＡを家に残して 1泊 2 日の旅行に出かけることが出
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里子Ｂ中学校進学










3 歳 6 ヶ月( 8ヶ月)
じっと座り込み険しい表情を見せる













6 歳 7 ヶ月( 3 年 8ヶ月)
発達の遅れをほぼ取り戻す
実子ａ結婚．実子ｃ高校受験
3 歳 8 ヶ月(10ヶ月)
保育所入園と退園．同年齢時と遊ぶ．
プールを楽しむ③
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注：ａこの発達検査は，里親の知人によるものであり，児童相談所で実施されたものではない．ｂ平成13年度より
がいき，関係者会議(学校，地域住民，児相等)が開催される仕組みがある．ｄ地域里親会が毎月開催．ｅ県里
















里母同窓会で 1泊 2 日の旅行参加．
うつ病からの回復．
義母退院


















親会の事業の 1つである．年 1回 1泊 2 日でキャンプ等を開催．実質的には，児相の里親指導員(嘱託)と地域担当
て研修会を開催．講師を招き半日．この日の前後に里親同士の懇親会がある．ｇ学習ボランティアは，地域里親会
された．ｈ県の里親養育相互援助事業． 1年に 3 回実施．委託中の養育里親対象．最終回は，児童福祉施設で実施．
レスパイト・ケアの枠組みで実子ａ宅を活用する．


































































































































































































































































































親も含む。つまり、登録されている里親を対象とする。) 1年に 3 回実施し、例年最
終回は児童福祉施設で開催する。
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